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賃⾦上昇

中国では省・⾃治区・市政府が最低賃⾦を定

めていますが、今年も各地で最低賃⾦の引き上

げが実施されています。

上海市では今年4月1⽇に最低賃⾦の引き上

げが実施され、月額 1,280 元から 1,450 元に

なりました。現在、最低賃⾦が最も⾼いのは広

東省深圳市の月額1,500 元です。今年の引き上

げ率が最も⾼かったのは⽢粛省の 28.3％で、月

額 760 元から 980 元へ一気に引き上げられま

した。全体的に引き上げ率が⾼いのは中⻄部地

域で、四川省や重慶市などでは20％を超えてい

ます。これはもともと賃⾦レベルが低かったこ

ともありますが、内需拡⼤政策、中⻄部開発政

策により経済が⼤きく成⻑し、⼈材の需要が高

まったことから、これらの地域から東部沿海地

区への労働者の流出を防ぐためとみられます。

また、最低賃⾦とは別に各地で賃⾦ガイドラ

インが発表されています。賃⾦ガイドラインは、

最低賃⾦のように法的に守らなければならない

ものではなく、企業が賃⾦を決める際の⽬安と

して各地の政府が発表するものです。上海市で

今年 5 ⽉に発表された賃⾦ガイドラインでは、

賃上げ率の基準を 12％、下限を 5％、上限を

16％としました。昨年の上海市の年平均賃⾦は

51,968 元(4,330 元／月)ですが、賃⾦⽔準が

平均賃⾦の 6 割以下の企業には上限の 16％の

賃上げを求め、賃⾦⽔準が 2 倍以上の企業に対

しては 12％以下の賃上げを求めています。

日系企業では最低賃⾦での雇⽤は考えられま

せんが、最低賃⾦の引き上げが賃⾦の上昇の圧

⼒になることは確実です。

市場の拡大とビジネスチャンス

企業の雇⽤の⽴場から⾒ると賃⾦の上昇を抑

えたいところでしょうが、この賃⾦上昇を市場

拡大と捉えてはどうでしょうか？中国経済は世

界第二の規模になり、輸出とともに輸入大国に

なりました。政府は「構造調整、内需拡大、消

費促進、輸入拡大」の経済発展方針を示してい

ます。昨年、上海に設⽴された外資企業は4,329

社、その内80％が第三次産業、サービス業であ

り、賃⾦の上昇がもたらす市場の拡大が、多く

の外国企業を引き付け、中国、上海でモノやサ

ービスを販売・提供しようとする企業が勢いよ

く、増えてきています。富裕層に加え、拡大す

る中間層も、よりよい商品、サービスを求める

時代が到来し、最近、日本の厳しい市場で鍛え

られた優れた商品やサービス、ノウハウを取り

入れ、日本ブランドの商品や食品を販売する店、

⽇本料理店など日本のノウハウで経営される店

が次々と開店しています。
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